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業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 

 本日公表の平成 29 年２月期第２四半期累計期間（平成 28 年３月１日～平成 28 年８月 31 日）の連結実績に

おいて、平成 28年４月 11日に開示した連結業績予想数値との差異が発生しましたことをお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 29年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績数値の差異 

（平成 28年３月１日～平成 28年８月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益  親会社株主に帰属する

四半期純利益 

１株当たり四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A） 
百万円 
96,000 

百万円 
1,300 

百万円 
1,400 

百万円 
1,100 

円 銭 
17.05 

実  績  値  （ B） 93,481 945 1,178 1,574 24.40 

増 減 額 （ B ― A ） △2,519 △355 △222 474  

増  減  率  （％） △2.6％ △27.3% △15.8% +43.1%  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 28年２月期第２四半期） 92,982 1,192 1,485 663 10.47 

 

 

2．差異の理由 

当第２四半期累計期間において、主要セグメントの売上高は堅調に推移し前期と比較して増収いたしまし

たが、８月の天候不順と前年の新商品導入による増収効果の反動や、円高の影響等による海外セグメントの

減収により、当初予想を2.6％下回ることとなりました。売上高の未達に加え原材料在庫の評価損を計上し

たこと等により、営業利益は9億45百万円（△3億55百万円）、経常利益は11億78百万円（△2億22百万円）

と当初予想を下回りました。一方で親会社株主に帰属する当期純利益は15億74百万円と、平成28年4月11日

に開示した業績予想を上回る結果となりました。これは税金費用が減少したこと及び特別利益が増加したこ

とによるものであります。 

 

 

以上 


